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二
〇
一
〇
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
私
た
ち
が
敬
愛
す
る
林
紀
昭
教
授
、
田
上
富
信
教
授
、
田
中
成
明
教
授
の
三
先
生
が
、
本
学
を
定
年
で
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
三
先
生
の
本
学
へ
の
多
大
な
ご
貢
献
に
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
号
を
三
先
生
の
退
任
記
念
号
と
し
て
編
集
し
、
三
先
生
に
献
呈
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
林
紀
昭
先
生
は
、
一
九
八
一
年
四
月
に
助
教
授
と
し
て
本
学
法
学
部
に
着
任
以
来
、
二
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
学
お
よ
び
法
学
部
の
教
育
と
研
究
、
学
内
行
政
に
貴
重
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
学
部
・
大
学
院
に
お
い
て
、
ご
専
門
の
日
本
法
史
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
超
え
て
、｢
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ｣
と
い
う
法
学
部
の
伝
統
的
教
育
理
念
を
支
え
る
基
礎
法
分
野
の
教
育
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
・
吉
林
大
学
と
の
教
員
交
流
に
我
々
教
員
の
中
で
も
と
り
わ
け
積
極
的
に
関
わ
ら
れ
た
こ
と
等
が
示
し
て
い
ま
す
。
研
究
面
で
は
、
ご
専
門
の
日
本
法
史
の
分
野
に
お
い
て
、
古
代
日
本
と
近
世
日
本
の
研
究
に
大
き
な
成
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)1
一
林
紀
昭
教
授
・
田
上
富
信
教
授
・
田
中
成
明
教
授
退
任
記
念
論
集
に
よ
せ
て
前
法
政
学
会
長
柳
屋
孝
安
Ⅰ
ず
、
古
代
日
本
に
関
し
て
は
、
古
代
律
令
制
の
成
立
過
程
の
分
析
・
解
明
に
注
力
さ
れ
、
と
り
わ
け
、
そ
の
基
本
史
料
で
あ
る
「
令
集
解
」
の
書
誌
学
的
研
究
は
、
成
立
当
初
の
「
令
集
解
」
の
復
原
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
世
日
本
に
関
し
て
は
、
幕
法
と
藩
法
の
相
互
関
係
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、
法
の
継
受
発
展
の
解
明
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
、
「
紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
」
に
関
す
る
一
連
の
史
料
研
究
を
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
先
生
は
、
日
本
国
内
の
史
料
研
究
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
超
え
て
、
古
代
日
本
法
の
母
法
で
あ
る
古
代
中
国
・
朝
鮮
の
律
令
に
も
関
心
を
広
げ
ら
れ
、
卓
越
し
た
漢
文
資
料
読
解
能
力
を
駆
使
し
て
あ
げ
ら
れ
た
成
果
は
、
先
生
の
日
本
法
史
研
究
を
一
層
重
厚
な
も
の
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
学
内
行
政
そ
の
他
で
は
、
一
九
九
七
年
四
月
か
ら
二
ヵ
年
に
わ
た
り
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
数
々
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
、
法
学
部
の
み
な
ら
ず
大
学
全
体
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
課
外
活
動
に
も
温
か
い
理
解
を
示
さ
れ
、
柔
道
部
の
部
長
を
長
年
務
め
ら
れ
て
も
い
ま
す
。
先
生
は
、
気
さ
く
な
お
人
柄
で
親
し
み
や
す
く
、
在
職
中
は
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
「
伝
説
」
を
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
方
で
、
学
内
外
の
様
々
な
問
題
や
課
題
に
的
確
な
指
摘
や
助
言
を
さ
れ
、
我
々
若
輩
は
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
、
ご
退
職
後
も
引
き
続
き
、
法
学
部
で
の
月
一
回
の
令
集
解
輪
読
会
を
主
宰
さ
れ
る
等
、
研
究
会
や
編
纂
会
に
精
力
的
に
関
わ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
後
進
の
指
導
に
変
わ
ら
ぬ
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
田
上
富
信
先
生
は
、
一
九
八
二
年
四
月
に
本
学
法
学
部
に
教
授
と
し
て
着
任
以
来
、
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
法
学
部
教
員
と
し
て
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二
Ⅰ
二
二
年
間
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
は
、
新
設
な
っ
た
司
法
研
究
科
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
教
員
と
し
て
六
年
間
、
合
せ
て
二
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
法
学
部
、
司
法
研
究
科
さ
ら
に
は
本
学
全
体
の
教
育
、
研
究
、
学
内
行
政
そ
の
他
に
多
大
の
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
法
学
部
の
中
核
的
実
定
法
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
民
法
学
の
教
育
を
リ
ー
ド
さ
れ
、
多
く
の
ゼ
ミ
生
、
院
生
を
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
紀
要
の
発
刊
母
体
で
あ
る
法
政
学
会
主
催
の
法
律
討
論
会
等
に
お
い
て
も
、
出
題
者
や
審
査
委
員
と
し
て
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
司
法
研
究
科
に
お
い
て
も
、
研
究
者
教
員
と
し
て
、
単
な
る
受
験
勉
強
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
く
、
法
の
基
本
的
な
考
え
方
を
徹
底
し
て
教
授
さ
れ
、
多
く
の
学
生
を
新
司
法
試
験
合
格
に
導
か
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
、
先
生
は
、
民
法
学
、
特
に
債
権
法
・
不
法
行
為
法
の
分
野
で
精
力
的
に
研
究
成
果
を
公
表
さ
れ
、
な
か
で
も
、
先
生
が
長
年
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
使
用
者
責
任
論
に
つ
い
て
の
成
果
は
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
先
生
の
一
連
の
ご
論
考
は
、
学
会
に
お
け
る
必
須
の
参
照
・
引
用
文
献
と
さ
れ
て
お
り
、
先
生
は
、
そ
の
成
果
を
『
使
用
関
係
に
お
け
る
責
任
規
範
の
構
造
』(
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
学
内
行
政
で
は
、
先
生
は
、
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
ヵ
年
に
わ
た
り
、
法
学
部
長
・
法
学
研
究
科
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
難
題
を
的
確
に
処
理
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
外
に
お
い
て
は
、
尼
崎
市
市
民
生
活
相
談
員
を
長
年
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
国
や
地
方
自
治
体
の
委
員
会
委
員
や
相
談
員
等
と
し
て
広
く
社
会
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
陽
性
の
ご
性
格
で
、
我
々
若
輩
に
も
気
さ
く
に
接
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
や
や
も
す
る
と
薄
れ
が
ち
な
教
職
員
間
の
繋
が
り
に
日
頃
か
ら
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
と
の
印
象
が
強
く
あ
り
ま
す
。
先
生
は
、
ご
退
職
後
は
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
に
て
教
鞭
を
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
我
々
後
進
へ
の
変
わ
ら
ぬ
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三
Ⅰ
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
田
中
成
明
先
生
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
京
都
大
学
を
退
職
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
、
本
学
司
法
研
究
科
に
教
授
と
し
て
着
任
の
後
、
司
法
研
究
科
の
教
育
お
よ
び
発
足
間
も
な
い
司
法
研
究
科
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
司
法
研
究
科
で
の
在
籍
は
四
年
半
で
す
が
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
中
先
生
は
、
法
哲
学
・
法
理
学
の
分
野
の
重
鎮
と
し
て
、
法
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
だ
け
で
な
く
、
裁
判
制
度
や
法
政
策
等
法
の
運
用
に
関
わ
る
問
題
も
深
く
探
求
さ
れ
、
わ
が
国
の
こ
の
分
野
の
研
究
を
常
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
後
身
を
育
て
ら
れ
、
本
学
に
お
い
て
も
、
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
研
究
者
や
実
務
家
が
、
教
員
と
し
て
法
学
部
や
司
法
研
究
科
を
支
え
る
人
材
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
ご
専
門
の
研
究
を
背
景
に
、
わ
が
国
の
司
法
制
度
改
革
お
よ
び
そ
れ
に
連
な
る
法
科
大
学
院
構
想
の
中
心
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
深
く
関
わ
ら
れ
、
そ
の
実
現
に
多
大
の
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
大
学
設
置
や
大
学
評
価
の
分
野
で
も
成
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
先
生
の
ご
業
績
に
照
ら
し
て
も
、
ま
た
先
生
の
ご
専
門
の
点
か
ら
も
、
先
生
を
本
学
司
法
研
究
科
に
お
迎
え
で
き
た
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
先
生
は
、
ご
退
職
後
は
、
引
き
続
き

国
際
高
等
研
究
所
に
副
所
長
と
し
て
在
籍
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
司
法
制
度
改
革
の
達
成
度
や
、
法
学
部
や
司
法
研
究
科
を
含
め
て
本
学
さ
ら
に
は
わ
が
国
の
大
学
全
体
の
行
く
末
を
、
引
き
続
き
厳
し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
先
生
は
、
そ
の
精
力
的
な
お
仕
事
ぶ
り
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
程
に
温
厚
で
、
求
道
者
の
趣
す
ら
あ
る
お
人
柄
で
あ
り
、
我
々
一
同
、
敬
愛
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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四
Ⅰ
